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は
じ
め
に

　

哲
学
者
・
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
五　

以
下
、
西
田
）

は
、
京
都
大
学
を
停
年
退
職
後
、
鎌
倉
市
姥
ヶ
谷
に
住
居
を
え
て
、

最
晩
年
の
夏
冬
を
こ
の
地
で
過
ご
し
た
。
そ
の
遺
宅
は
、
西
田
と
夫

人
の
没
後
、
遺
族
（
孫
・
幾
久
彦
氏
）
よ
り
学
校
法
人
学
習
院
（
以
下
、

学
習
院
）
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
学
習
院
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念
館

─
─
通
称
「
寸
心
荘
」
─
─
と
し
て
、
在
世
時
の
空
気
を
今
日
に
伝

え
て
い
る
。

　

西
田
は
晩
年
に
迎
え
た
太
平
洋
戦
争
の
只
中
、
こ
の
場
所
で
決
死

の
思
い
を
も
っ
て
論
文
執
筆
に
励
ん
だ
。
西
田
の
哲
学
が
、
若
き
頃

の
参
禅
体
験
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
自
ら

も
「
背
後
に
禅
的
な
る
も
の
」（23-73

）
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
年
）
以
前
よ
り
、
親
鸞
思
想
に
も

深
い
共
鳴
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、
近
年
─
─
い
ま
だ
周
知
の
事
実

と
は
な
り
え
て
い
な
い
も
の
の
─
─
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
最

後
の
完
成
論
文
と
な
っ
た
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」（
一

（

）
1

《
研
究
ノ
ー
ト
》

西
田
幾
多
郎
晩
年
の
思
索
と『
教
行
信
証
』

─
─
学
習
院
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念
館
（
寸
心
荘
）
蔵
書
調
査
報
告
─
─

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
研
究
員�
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九
四
五
年
四
月
脱
稿
）
は
、「
浄
土
真
宗
の
世
界
観
と
い
ふ
も
の
を
書

い
て
見
た
い
」（23-319

）
と
思
案
す
る
な
か
で
書
か
れ
た
「
宗
教

論
」
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
寸
心
荘
に
は
最
晩
年
の
西
田
の
座
右
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

七
十
四
部
八
十
四
冊
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
仏
教

関
連
の
十
一
部
十
三
冊
の
う
ち
、
親
友
・
鈴
木
大
拙
か
ら
の
献
呈
本

五
冊
を
除
け
ば
、
そ
の
大
半
の
四
部
六
冊
が
浄
土
真
宗
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
学
習
院
の

協
力
の
も
と
、
西
田
晩
年
の
思
索
の
底
に
流
れ
る
親
鸞
思
想
を
発
掘

す
べ
く
、
浄
土
真
宗
関
連
蔵
書
の
研
究
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
こ
に
、

そ
の
一
端
を
報
告
す
る
。

『
教
行
信
証
』
へ
の
関
心
と
『
聖
典
』
へ
の
書
き
込
み

　

従
来
、
西
田
の
真
宗
理
解
に
関
し
て
は
、
著
作
の
な
か
に
そ
の
引

用
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
歎
異
抄
』
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
特
に
初
期
の
随
想
「
愚
禿
親
鸞
」
に
「
絶
対
的
他
力
の
宗

教
」
の
「
極
意
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
『
歎
異
抄
』
跋
文
の
「
弥
陀

の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た

め
な
り
け
り
」（1-325

）
と
い
う
言
葉
へ
の
共
鳴
は
、
晩
年
ま
で
一

貫
し
て
お
り
、「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
の
な
か
で
も
繰

り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
晩
年
に
入
る
と
『
教
行
信
証
』
に
も
関
心
を
寄

せ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
九
四
三
年

五
月
に
は
、
鈴
木
大
拙
の
『
浄
土
系
思
想
論
』（
一
九
四
二
年
）
を
通

じ
て
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
著
『
教
行
信
証
講
義
』
の
存
在
を
知
り
、

書
簡
に
「
君
の
本
に
「
山
辺
、
赤
沼
著　

教
行
信
証
講
義
」
と
い
ふ

も
の
を
引
い
て
居
ら
る
ゝ
が　

こ
れ
は
如
何
な
る
書
か
、
分
り
易
き

も
の
に
や　

一
寸
拝
借
で
き
な
い
か
」（23-94

）
と
記
し
て
い
る
。

二
ヶ
月
後
に
は
、
大
拙
か
ら
借
用
し
た
よ
う
で
、「
山
辺　

赤
沼
の

教
行
信
証
講
義
大
変
に
よ
ろ
し
い
、
あ
れ
な
ら
私
に
も
よ
く
分
る
、

あ
の
本
は
今
手
に
入
ら
な
い
か
」（23-124

）
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
西
田
は
実
際
に
同
書
を
入
手
し
て
お
り
、
寸
心
荘
蔵
書
の

な
か
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
『
教
行
信
証
講
義
』（
全
三
巻
、
以
下
『
講
義
』）
は
最
初
、
浩
々
洞

出
版
部
の
無
我
山
房
か
ら
出
版
（
一
九
一
四
年
）
さ
れ
、
そ
の
後
、

第
一
書
房
お
よ
び
平
楽
寺
書
店
か
ら
再
版
さ
れ
た
。
西
田
の
蔵
書
は

平
楽
寺
書
店
発
行
の
十
五
版
（
一
九
四
一
年
）
で
あ
る
。
全
体
を
通

（

）
2

（

）
3
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し
て
目
立
っ
た
書
き
込
み
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
第
二
巻
（
信

証
の
巻
）
の
随
所
に
読
み
込
ま
れ
た
痕
跡
が
残
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
蔵
書
の
な
か
に
見
ら
れ
る
島
地
大
等
編

『
聖
典　

浄
土
真
宗
』（
一
九
一
九
年
初
版
、
西
田
蔵
書
は
一
九
三
五
年

七
版
、
以
下
『
聖
典
』）
の
存
在
で
あ
る
（
図
1
参
照
）。
蔵
書
印
付
で

所
蔵
さ
れ
た
こ
の
『
聖
典
』
は
、
西
田
自
身
が
日
常
的
に
用
い
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、
外
装
の
使
用
感
が
甚
だ
し
い
ば
か
り
か
、
内
部
の

至
る
と
こ
ろ
に
書
き
込
み
や
傍
線
、
読
み
込
ま
れ
た
痕
跡
（
手
垢
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
2
参
照
）。

　

な
お
、
西
田
の
蔵
書
へ
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
第

三
者
の
手
に
よ
る
も
の
の
混
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
報
告

で
扱
う
資
料
は
、
最
晩
年
の
西
田
が
座
右
に
備
え
て
い
た
書
物
が
、

遺
族
よ
り
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
に

は
公
開
や
貸
出
も
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
第
三
者
の
書
き
込
み
が
混

入
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
ま
た
、
同
時
代
に
書
か
れ
た
論

文
の
直
筆
原
稿
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
そ
の
字
体
や
習
性

（
か
な
文
字
・
く
ず
し
字
な
ど
）
が
一
致
す
る
た
め
、
西
田
本
人
の
書

き
残
し
た
も
の
と
特
定
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
な
か
で
も
特
に
、『
教
行
信
証
』
部
分
に
書
き
込
ま
れ
た
内

容
は
、『
講
義
』
の
解
説
内
容
と
ほ
ぼ
重
な
る
た
め
、
西
田
は
『
講

義
』
を
参
照
し
な
が
ら
『
聖
典
』
を
読
書
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

（

）
4

（

）
5

（

）
6

図 1　西田愛用の『聖典』

図 2　「信巻」の書き込み
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（
図
3
参
照
）。
そ
し
て
、
書
き
込
み
が
集
中
す
る
の
が
、「
信
巻
」

か
ら
「
証
巻
」
に
か
け
て
で
あ
る
た
め
、
西
田
晩
年
の
思
索
が
親
鸞

の
「
信
／
証
」
と
呼
応
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
以
下
、『
聖

典
』
中
の
『
教
行
信
証
』
部
分
（
①
「
信
巻
」、
②
「
証
巻
」）
へ
の
書

き
込
み
・
傍
線
箇
所
を
一
覧
で
示
す
。

【
凡
例
】

・『
聖
典
』
頁
は
、
西
田
が
使
用
し
た
『
聖
典　

浄
土
真
宗
』（
明
治
書
院
）

の
頁
、（　

）
内
は
東
本
願
寺
出
版
部
『
真
宗
聖
典
』
の
頁
を
示
す
。

・
科
文
は
、
山
辺
・
赤
沼
『
教
行
信
証
講
義
』
及
び
東
本
願
寺
出
版
部

『
真
宗
聖
典
』
巻
末
付
録
の
『
教
行
信
証
』
科
文
を
参
照
。

・
書
き
込
み
・
傍
線
が
見
ら
れ
た
箇
所
の
『
聖
典
』
本
文
は
明
朝
体
で
示

し
、
西
田
の
書
き
込
み
（
翻
刻
）
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
（
…
）
の
後
に
ゴ

シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。（
欄
外
の
○
印
な
ど
は
明
朝
体
で
指
示
）

・
書
き
込
み
は
、
原
文
ど
お
り
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
く
ず
し
字
は

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
書
き
損
じ
、
意
味
の
取
り
に
く
い
箇
所
に
は
、

本
文
脇
に
〔 

〕
を
付
し
て
注
記
し
た
。
明
ら
か
な
脱
字
に
は
『
教
行
信

証
講
義
』
の
解
説
を
参
照
の
う
え
〔 

〕
を
付
し
て
補
っ
た
。

①
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
書
き
込
み
・
傍
線
箇
所
一
覧

『
聖
典
』頁

科　
　

文

書
き
込
み
・
傍
線
箇
所

二
三
二

（
二
一
〇
）
別
序
【
漢
文
】

・
大
聖
…
釋
尊

・
三
經
…
三
部
経

・
一
心
華
文
…
天
親　

淨
土
論

二
三
三

（
二
一
一
）

大
信
釈

（
大
信
の
相
）

【
漢
文
】

・
心
光（
攝
護
之
一
心
）…
如
来
の
慈
悲
心

図 3　「証巻」冒頭の書き込み（右）と『教行信証講
義』の該当箇所（左）。同一の表が記されており、西田
が『教行信証講義』を参照しながら『聖典』を読み進
めていたことが分かる。
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二
三
四

（
二
一
一
）

大
信
釈

（
信
楽
難
獲
）

【
漢
文
】

・
由
如
來
加
威
力
故
…
凡
夫
の
手
造
に
あ

ら
ず　

如
来
の
力
に
よ
っ
て
得
さ
せ
て
下

さ
る
の
で
あ
る
か
ら

二
三
五

（
二
一
三
） 『

無
量
寿
如
来
会
』

の
文

（
大
威
徳
者
の
文
）

・
廣
大
佛
法
異
門
…
極
楽

二
三
六

（
二
一
四
）『
論
註
』（
巻
下
）の

文

・
實
相
身
…
自
證
の
大
能
力

・
爲
物
身
…
救
濟
の
如
来

二
三
六

（
二
一
四
）『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』

の
文

・
乃
し
一
念
に
曁
ぶ
ま
で
せ
ん
…
一
念
の
信

を
得
ば

・
至
心
の
者
…
阿
み
だ
如
来

二
三
六

（
二
一
四
）「
序
分
義
」
の
文

・
未
だ
無
き
者
有
ら
ず
…
受
け
な
い
も
の
は

な
い

・
凡
數
の
攝
に
非
ざ
る
な
り
…
凡
夫
で
な
い

二
三
七

（
二
一
四
） 「

散
善
義
」
の
文

（
三
心
正
因
の
文
・

至
誠
心
釈
・
深
心
釈
）

・
頁
の
冒
頭
（
欄
外
）
に
註
…
三
心　

至
誠

心　

深
心　

迴
向
発
願
心

・「
散
善
義
」
…
善
導

・「
何
等
爲
三
」
從
り
下
「
必
生
彼
國
」
…

觀
経

・「「
一
者
至
誠
心
」
…
上
部
に
印

・
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
…

如
来
の
作
し
た

・
所

×

趣
求
【
欄
外
】
…
×
如
来
よ
り
与
へ
て

下
さ
る
そ
の
迴
向
が
あ
ら
〔
は
〕
れ
て
衆

　

生
の
願
生
と
な
る

・
眞
實
心
…
如
来
の

・「「
二
者
深
心
」
…
上
部
に
印

二
三
九

（
二
一
八
）「
散
善
義
」
の
文

（
回
向
発
願
心
釈
）

・「「
三
者
廻
向
發
願
心
」
…
上
部
に
印

二
四
〇

（
二
一
八
）「
散
善
義
」
の
文

（
回
向
発
願
心
釈
）

・「
待
對
之
法
」【
傍
線
】

二
四
一

（
二
一
九
）「
散
善
義
」
の
文

（
回
向
発
願
心
釈
）

・
一
の
譬
喩
を
説
き
て【
欄
外
】…
白
道
ノ
喩

・
中
路
に
二
河
有
る
を
見
る
【
傍
線
】

・
一
つ
の
白
道
有
り
【
傍
線
】

・
我
今
囘
ら
ば
亦
死
せ
ん
、
住
ら
ば
亦
死
せ

ん
〔
中
略
〕
仁
者
但
決
定
し
て
〔
中
略
〕
若

し
住
ら
ば
卽
ち
死
せ
ん
…
欄
外
上
に
印

（
括
弧
で
括
る
）

・
汝
一
心
正
念
に
し
て
直
に
來
れ【
傍
線
】

二
四
二

（
二
二
〇
）「
散
善
義
」
の
文

（
回
向
発
願
心
釈
）

・
善
心
微
な
る
が
故
に
「
白
道
の
如
し
」

【
傍
線
】

二
四
三

（
二
二
一
）「
散
善
義
」
の
文

（
回
向
発
願
心
釈
）

・
彌
陀
の
悲
心
招
喚
し
た
ま
ふ
【
傍
線
】

・「
廻
向
發
願
心
」
と
名
く
【
傍
線
】

二
四
四

（
二
二
二
） 『

往
生
要
集
』
の

文（
摂
取
利
益
の
文
）

・
又
云
く
、
我
亦
彼
の
攝
取
之
中
に
在
れ
ど

も
、
煩
惱
眼
を
障
へ
て
見
た
て
ま
つ
る
こ

と
能
は
ず
と
雖
も
、
大
悲
倦
き
こ
と
無
く

し
て
常
に
我
が
身
を
照
し
た
ま
ふ
、
と

【
傍
線
】
…
欄
外
上
に
○
印
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二
四
四

（
二
二
三
）
総
結

・
爾
れ
ば
、
若
は
行
。
若
は
信
、
一
事
と
し

て
阿
彌
陀
如
来
の
淸
淨
願
心
〔
中
略
〕
非

ざ
る
な
り
、
知
る
可
し
…
欄
外
上
に
○
印

二
四
四

（
二
二
三
）
三
心
字
訓
釈

（
問
）

・
問
ふ
、如
來
の
本
願
已
に
至
心・信
樂・欲
生

の
誓
を
發
し
た
ま
へ
り
【
欄
外
】
…
三
心

一
心
問
答

・
論
主
（「
一
心
」
と
言
ふ
や
）
…
天
親

二
四
五

（
二
二
三
）
三
心
字
訓
釈

（
三
心
字
訓
）

・「
心
」
は
卽
ち
是
れ

×

種
な
り
・
實
な
り

【
欄
外
】
…
種
は
因
に
て
心
の
義

二
四
六

（
二
二
四
）
三
心
別
相
釈

（
問
）

・
又
問
ふ
「
字
訓
の
如
き
、
論
主
の
意
〔
中

略
〕
云
何
が
思
念
せ
ん
や
【
欄
外
】
…
三

心
別
相
問
答

二
四
六

（
二
二
五
）
至
心
釈
【
漢
文
】

・
至
心
則
是
至
德
尊
號
爲
其
體
也
【
傍
線
】

…
六
字
名
号

二
四
八

（
二
二
七
）
至
心
釈

・
是
を
「
至
心
」
と
名
く
【
欄
外
】
…
至
心

二
四
八

（
二
二
七
）
信
楽
釈

・
次
に「
信
樂
」と
言
ふ
は【
欄
外
】…
信
楽

・
利
他
廻
向
之
至
心
【
傍
線
】

二
四
九

（
二
二
八
）
信
楽
釈

・
必
ず
報
土
の
正
定
之
因
と
成
る
【
傍
線
】

二
四
九

（
二
二
八
）
信
楽
釈
【
漢
文
】

・
報
土
正
定
之
因
…
淨
土
ヘ
生
レ
ル

二
五
〇

（
二
二
九
）『
涅
槃
経
』
の
文

（
迦
葉
菩
薩
品
）

・
若
し
信
心
を
説
け
ば
則
ち
已
に
攝
盡
し
ぬ

【
傍
線
】

二
五
一

（
二
三
〇
）『
華
厳
経
』
の
文

（
賢
首
品
）

・
信
は
道
の
元
、
功
德
の
母
と
爲
す
〔
中

略
〕
信
は
諸
根
を
し
て
淨
明
利
な
ら
令
む

〔
中
略
〕
信
は
能
く
永
く
煩
惱
の
本
を
滅

す
、
信
は
能
く
專
ら
佛
の
功
德
に
向
は
し

む
、
信
は
境
界
に
於
て
所
著
無
し
〔
中

略
〕
信
は
功
德
の
爲
に
不
壞
の
種
な
り
、

信
は
能
く
菩
提
樹
を
生
長
す
、
信
は
最
勝

智
を
增
益
す
、
信
は
能
く
一
切
佛
を
示
現

せ
し
む
【
傍
線
】

二
五
二

（
二
三
一
）『
華
厳
経
』
の
文

（
賢
首
品
）

・
信
樂
の
心
淸
淨
な
る
こ
と
を
得
ば【
傍
線
】

二
五
三

（
二
三
二
）
欲
生
釈

・
次
に「
欲
生
」と
言
ふ
は【
欄
外
】…
欲
生

・
羣
生
を
招
喚
し
た
ま
ふ
之
勅
命
な
り
〔
中

略
〕
故
に
「
不
廻
向
」
と
名
く
る
な
り

〔
中
略
〕
利
他
眞
實
の
欲
生
心
を
以
て
諸

有
海
に
廻
施
し
た
ま
へ
り
。
欲
生
は
卽
ち

是
れ
廻
向
心
な
り
【
傍
線
】

二
五
四

（
二
三
三
）『
論
註
』（
巻
下
）

の
文

・
廻
向
に
二
種
の
相
有
り
【
傍
線
】、【
欄

外
】
…
迴
向

二
五
五

（
二
三
四
）
助
釈

（
白
道
四
五
寸
釈
）

・
眞
に
知
ん
ぬ
、
二
河
の
譬
喩
の
中
に
「
白

道
四
五
寸
」
と
言
ふ
は
【
欄
外
】
…
白
道

四
五
寸
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二
五
五

（
二
三
五
）「
玄
義
分
」
の
文

・
横
に
四
流
を
超
斷
せ
よ
【
傍
線
】
…
他
力

不
思
議
の
力

二
五
六

（
二
三
五
）
三
心
結
釈

（
三
心
即
一
心
）

・
何
を
以
て
の
故
に
、
三
心
已
に
疑
蓋
雜
る

こ
と
無
し
、
故
に
眞
實
の
一
心
是
を
「
金

剛
の
眞
心
」
と
名
く
。
金
剛
の
眞
心
是
を

「
眞
實
の
信
心
」
と
名
く
【
傍
線
】

二
五
六

（
二
三
六
）
三
心
結
釈

（
信
心
・
名
号
関
係
）

・
眞
實
の
信
心
は
必
ず
名
號
を
具
す
、
名
號

は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な

り
【
傍
線
】

二
五
六

（
二
三
六
）
三
心
結
釈

（
大
信
嘆
徳
）

・
凡
そ
大
信
海
を
按
ず
れ
ば
〔
中
略
〕
能
く

智
愚
の
毒
を
滅
す
る
な
り
【
傍
線
】、【
括

弧
で
括
り
欄
外
註
】
…
大
信
海

二
五
七

（
二
三
六
）
菩
提
心
釈

（
二
双
四
重
の
釈
）

・
然
る
に
菩
提
心
に
就
い
て
二
種
有
り
。
一

に
は
竪
、
二
に
は
橫
な
り
。
又
竪
に
就
い

て
復
二
種
有
り
。
一
に
は
竪
超
、
二
に
は

竪
出
な
り
〔
中
略
〕
亦
横
に
就
い
て
復
二

種
有
り
。
一
に
は
横
超
、
二
に
は
横
出
な

り
。〔
中
略
〕
横
竪
の
菩
提
心
、
其
の
言

一
に
し
て
其
の
心
異
り
と
雖
も
、
入
眞
を

正
要
と
爲
し
、
眞
心
を
根
本
と
爲
す
【
傍

線
】、【
欄
外
】
…
竪
超　

竪
出
、
横
超　

横
出

二
六
〇

（
二
三
九
）
信
一
念
釈

（
総
標
）

・
信
樂
開
發
の
時
尅
之
極
促
…
住
〔
マ
マ
〕生
ノ
定
マ

ル
刹
那
ノ
至
極
短
イ
時
間

二
六
〇

（
二
三
九
） 『

大
経
』（
巻
下
）

の
文

（
十
八
願
成
就
の
文
）

・
是
を
以
て
『
大
経
』
に
言
は
く
、
諸
有
衆

生
〔
中
略
〕
乃
至
一

×

念
せ
ん
【
欄
外
】
…

×
成
就
ノ
一
念
結
帰

二
六
一

（
二
四
〇
）
信
一
念
釈

（
経
釈
文
自
釈
）

・
五
趣
【
欄
外
】
…
五
趣　

地
獄　

餓
鬼　

畜
生　

人
間　

天
上

二
六
一

（
二
四
〇
）

信
一
念
釈

（
経
釈
文
自
釈
）

【
漢
文
】

・
一
心
則
淸
淨
報
土
眞
因
也
【
傍
線
】

二
六
三

（
二
四
二
）
三
心
一
心
総
結

（
三
心
結
釈
）

・
故
に
知
ん
ぬ
、一
心
、是
を
「
如
實
修
行
相

應
」
と
名
く
【
欄
外
】
…
三
心
一
心
總
結

二
六
三

（
二
四
二
）

三
心
一
心
総
結

（
三
心
結
釈
）

【
漢
文
】

・
故
知
一
心
是
名
如
實
修
行
相
應
【
傍
線
】

二
六
三

（
二
四
三
）
横
超
釈
（
義
釈
）

・
一
念
須
臾
の
頃
、
速
に
疾
く
無
上
正
眞
道

を
超
證
す
。
故
に
「
横
超
」
と
曰
ふ
な
り

【
欄
外
】
…
横
超

二
六
三

（
二
四
三
）
横
超
釈
（
義
釈
）

【
漢
文
】

・
一
念
須
臾
頃
速
疾
超
證
無
上
正
眞
道
故
曰

横
超
也
【
傍
線
】

二
六
四

（
二
四
三
）『
大
阿
弥
陀
経
』

（
巻
下
）
の
文

・
橫
に
五
惡
道
を
截
り
て
、
自
然
に
閉
塞
す

【
傍
線
】

二
六
四

（
二
四
四
）
断
四
流
釈
（
義
釈
）
・「
斷
」
と
言
ふ
は
、
往
相
の
一
心
を
發
起

す
る
が
故
に
【
欄
外
】
…
断
四
流
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二
六
五

（
二
四
五
）

真
仏
弟
子

（
第
三
十
三
願
、

触
光
柔
軟
の
願
）

・
我
が
光
明
を
蒙
り
て
其
の
身
に
觸
る
ゝ
者
、

身
心
柔
輭
に
し
て
人
天
に
超
過
せ
ん
【
傍

線
】

二
七
〇

（
二
五
〇
）
真
仏
弟
子
（
結
釈
）

・
眞
に
知
ん
ぬ
、彌
勒
大
士
は
、等
覺
の
金
剛

心
を
窮
む
る
が
故
に
、龍
華
三
會
之
曉
、當

に
無
上
覺
位
を
極
む
べ
し
【
欄
外
】
…
彌

勒
此
土
に
入
れ
〔
マ
マ
〕龍
華
樹
下
に
正
覚
を
開
く

・
等
覺
…
五
十
一
位

二
七
一

（
二
五
一
）

真
仏
弟
子

（
悲
歎
述
懐
）

【
漢
文
】

・
誠
知
、
悲
哉
、
愚
禿
鸞
、
沈
沒
於
愛
欲
廣

海
、
迷
惑
於
名
利
大
山
、
不
喜
入
定
聚
之

數
、
不
快
近
眞
證
之
證
、
可
恥
可
傷
矣
…

上
欄
に
○
印

②
『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
書
き
込
み
・
傍
線
箇
所
一
覧

『
聖
典
』頁

科　
　

文

書
き
込
み
・
傍
線
箇
所

二
九
六

（
二
八
〇
）
題
号

・
顯
淨
土
眞
實
證
文
類
四
…
淨
土
眞
宗
の

證さ
と
り果
を
顕
は
す
文
類

行　
　
　
　
　

因　

信　證　
　
　

果　

二
九
六

（
二
八
〇
）
真
実
証
（
総
標
）

・
無
上
涅
槃
…
大
乗
の
涅
槃

二
九
六

（
二
八
〇
）
真
実
証

（
大
証
釈
義
）

・
必
至
滅
度
之
願
…
第
十
一
ノ
願

・
往
相
廻
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
卽
の
時
に

大
乘
正
定
聚
之
數
に
入
る
な
り
〔
中
略
〕

無
上
涅
槃
は
卽
ち
是
れ
無
爲
法
身
な
り

〔
中
略
〕
然
れ
ば
、
彌
陀
如
來
は
如
從
り

來
生
し
て
、
報
・
應
・
化
種
種
の
身
を
示

現
し
た
ま
ふ
【
傍
線
】
…
欄
外
上
に
印

（
括
弧
で
括
る
）

二
九
六

（
二
八
〇
）
真
実
証

（
大
証
釈
義
）【
漢
文
】
・「
然
者
彌
陀
如
來
、
從
如
來
生
、
示
現
報

應
化
種
種
身
也
…
上
部
に
印

二
九
七

（
二
八
一
）『
大
経
』（
巻
上
）

の
文

・
咸
く
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
異
狀
無
し

〔
中
略
〕
皆
自
然
虛
無
之
身
、
無
極
之
體

を
受
け
た
る
な
り
【
傍
線
】

三
〇
〇

（
二
八
四
）

真
実
証
（
総
結
）

～
還
相
回
向
（
総

標
）

・
夫
れ
眞
宗
の
教
・
行
・
信
・
證
を
案
ず
れ

ば
、
如
來
大
悲
廻
向
の
利
益
な
り
〔
中

略
〕
亦
「
還
相
廻
向
之
願
」
と
名
く
可
き

な
り
。『
註
論
』
に
顯
れ
た
り
。
故
に
願

文
を
出
さ
ず
。『
論
の
註
』
を
披
く
可
し

【
括
弧
で
括
り
欄
外
註
】
…
還
相
迴
向

・
一
生
補
處
【
欄
外
】
…
一
生
補
処　

一
生

を
過
く
れ
ば
佛
処
を
補
ふ
べ
き
等
覚
の
位

三
〇
〇

（
二
八
四
）
真
実
証
（
総
結
）

【
漢
文
】

・
必
至
補
處
之
願
…
第
二
十
二
願
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三
〇
〇

（
二
八
四
）
還
相
回
向
（『
浄

土
論
』
の
文
）

・
出
第
五
門
【
欄
外
】
…
出
第
五
門　

果
の

五
功
徳
門　

門
中
、
最
後
の
園
林
遊
戯
地

門
・
應
化
の
身
…
應
化
身　

應
身
に
同
じ
、
應

身
佛
、
衆
生
の
機
縁
に
應
し
て
示
し
給
へ

る
仏
身

『
教
行
信
証
』
以
外
の
読
み
込
み
と
真
宗
関
連
書
籍

　

以
上
の
よ
う
に
、
書
き
込
み
や
傍
線
が
集
中
し
て
見
ら
れ
た
の
は
、

『
教
行
信
証
』
の「
信
巻
」（「
抑
止
文
釈
」
前
ま
で
）
及
び
「
証
巻
」
の

前
半
（「
還
相
回
向
」
引
証
前
ま
で
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
一
覧
に
は

示
さ
な
か
っ
た
が
、『
教
行
信

証
』
以
外
で
傍
線
が
確
認
で
き

た
の
は
、「
自
然
法
爾
章
」（
一

七
五
─
一
七
六
頁
）
の
「
義
な

き
を
義
と
す
」
と
い
う
文
言
と
、

『
安
心
決
定
鈔
』
本
・
末
（
六

三
一
─
六
四
六
頁
）
の
「
機
法

一
体
」
に
関
す
る
一
連
の
記
述

で
あ
る
。
ま
た
、
書
き
込
み
等
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
歎
異

抄
』
に
は
全
体
に
わ
た
っ
て
読
み
込
ま
れ
た
痕
跡
（
手
垢
）
が
残
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
『
聖
典
』
の
栞
紐
（
ス
ピ
ン
）
が
跋
文
の
「
彌

陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
〳
〵
案
ず
れ
ば
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が

為
な
り
け
り
」
の
箇
所
（
五
五
六
─
五
五
七
頁
）
に
挟
ま
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
的
に
見
開
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
寸
心
荘
蔵
書
の
な
か
に
は
、
鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊

性
』
や
務
台
理
作
『
場
所
の
論
理
学
』（
い
ず
れ
も
一
九
四
四
年
初
版
、

献
呈
本
）、
武
内
義
範
『
教
行
信
証
の
哲
学
』（
一
九
四
一
年
初
版
、
献

呈
本
）
と
い
っ
た
身
近
な
友
人
・
教
え
子
の
著
し
た
真
宗
関
連
書
籍
、

あ
る
い
は
近
代
親
鸞
教
学
の
礎
を
築
い
た
曽
我
量
深
の
『
本
願
の
仏

地
』（
一
九
三
三
年
初
版
、
蔵
書
は
一
九
三
七
年
二
版
）
が
見
ら
れ
る
。

特
に
『
日
本
的
霊
性
』
と
『
場
所
の
論
理
学
』
に
は
多
く
の
傍
線
が

確
認
で
き
る
た
め
、
西
田
最
後
の
「
宗
教
論
」
と
の
関
連
性
が
窺
わ

れ
る
。
ま
た
、『
本
願
の
仏
地
』
に
つ
い
て
西
田
は
、
西
谷
啓
治
宛

の
書
簡
（
一
九
四
二
年
八
月
十
日
付
）
の
な
か
で
「
面
白
い
」（23-

35
）
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
一
度
借
用
し
た
直
後
に
自
ら
入
手
し

て
い
る
た
め
、
西
田
哲
学
と
親
鸞
教
学
と
に
通
底
す
る
課
題
を
明
か

す
手
が
か
り
と
な
る
一
冊
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（

）
7

図 4　曽我量深『本願の仏地』
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お
わ
り
に

　

こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
っ
て
、
晩
年
の
西
田
が
積
極
的
に
親
鸞
の

思
想
─
─
特
に
善
導
「
散
善
義
」
の
引
文
、「
三
心
一
心
問
答
」、

「
横
超
釈
」、「
真
仏
弟
子
釈
」、「
還
相
回
向
」
等
─
─
を
吸
収
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
思
索
が
最
後

の
完
成
論
文
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
に
お
い
て
、
い
か

な
る
か
た
ち
で
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
掘
り
起
こ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

無
論
、
同
論
文
中
に
『
教
行
信
証
』
と
い
う
書
物
名
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
西
田
が
『
教
行
信

証
』
の
思
想
を
血
肉
化
し
、
自
身
の
哲
学
に
お
い
て
展
開
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以　

上

註

本
報
告
中
、
西
田
の
言
葉
は
新
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
九
年
）
か
ら
引
用
し
た
。
そ
の
際
、
出
典

は
「
巻
─
頁
」
の
順
に
半
角
数
字
で
表
記
し
た
。

寸
心
荘
所
蔵
の
浄
土
真
宗
関
連
書
籍
は
、
①
赤
沼
智
善
・
山
辺
習

学
『
教
行
信
証
講
義
』
第
一
─
三
巻
、
②
島
地
大
等
編
『
聖
典　

浄

土
真
宗
』、
③
曽
我
量
深
『
本
願
の
仏
地
』、
④
武
内
義
範
『
教
行
信

証
の
哲
学
』
の
四
部
六
冊
。
ま
た
、
仏
教
書
に
は
分
類
さ
れ
な
い
が
、

務
台
理
作
『
場
所
の
論
理
学
』
も
真
宗
に
立
脚
し
た
哲
学
書
で
あ
る
。

蔵
書
情
報
に
関
し
て
は
、『
西
田
幾
多
郎
全
蔵
書
目
録
』（
山
下
正
男

編
、
京
都
大
學
人
文
科
学
研
究
所
発
行　

一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

な
お
、
目
録
の
な
か
で
『
本
願
の
仏
地
』
は
『
本
願
の
佛
地
義
』（
傍

線
筆
者
）
と
誤
表
記
さ
れ
て
い
る
。

本
報
告
に
掲
載
の
図
は
、
す
べ
て
学
校
法
人
学
習
院
の
資
料
提
供

に
よ
り
、
写
真
は
筆
者
が
撮
影
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の
調
査
に

際
し
、
同
学
の
施
設
部
施
設
課
、
な
ら
び
に
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念

館
の
岡
野
浩
氏
（
学
習
院
大
学
文
学
部
哲
学
科
講
師
）
に
は
多
大
な

る
恩
恵
を
蒙
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

筆
者
が
閲
覧
し
た
印
象
と
し
て
は
、「
信
巻
」
中
の
「
回
向
発
願
心

釈
」（
二
河
白
道
の
譬
喩
）
と
「
横
超
釈
」
の
箇
所
に
読
み
込
ま
れ
た

痕
跡
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
に
所
蔵
の
西
田

文
庫
に
は
、
本
人
の
「
書
き
入
れ
本
も
多
い
」（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
所
属
の
学
生
・
院
生
等
へ
の
閲

覧
・
貸
出
も
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
か
ね
て
よ
り
後
学
の
手
に
よ
る

書
き
込
み
の
混
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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西
田
の
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
は
、
新
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
に

掲
載
の
写
真
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
「
京
都
学
派
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
西
田
哲
学
・
田
邊
哲
学
の
テ
キ
ス
ト

生
成
研
究
」〔
研
究
課
題
番
号
：22652008

〕、「
京
都
学
派
の
思
想
史
に

お
け
る
史
料
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」〔
研
究
課
題
番
号
：26580013

〕
と
京

都
大
学
文
学
研
究
科
〔
情
報
・
史
料
学
専
修
〕
に
よ
る
運
営
。
管
理
者

は
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
で
同
学
情
報
・
史
料
学
専
修
主
任
の
林

晋
氏
）
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
写
真
史
料
を
参
照
し
た
。「
な
」

「
ら
」「
る
」「
れ
」
と
い
っ
た
特
徴
的
な
仮
名
文
字
や
、
く
ず
し
字

「
に
」
の
形
体
が
一
致
す
る
。

武
内
義
範
『
教
行
信
証
の
哲
学
』
は
「
化
身
土
巻
」
の
「
三
願
転

入
の
問
題
」
を
主
軸
に
深
い
洞
察
の
も
と
考
究
さ
れ
た
書
。
田
辺
元

『
懺
悔
道
の
哲
学
』
や
三
木
清
の
遺
稿
「
親
鸞
」
な
ど
、
西
田
と
同
時

代
の
親
鸞
論
へ
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が
、
寸
心
荘
蔵
書

の
献
呈
本
を
見
る
限
り
、
西
田
が
同
書
を
読
み
込
ん
だ
形
跡
は
確
認

で
き
な
い
。
な
お
、
同
書
の
三
木
「
親
鸞
」
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

岩
田
文
昭
『
近
代
仏
教
と
青
年
─
─
近
角
常
観
と
そ
の
時
代
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
一
二
章
「
宗
教
と
哲
学
─
─
三
木
清
の

宗
教
哲
学
」
に
詳
し
い
。
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